
20

◆ 英検は⼊試に耐えうる(ステークホルダーの信頼に応えられる)標準化やCEFRとの対応づけができているか？

⼤学⼊試センターHP https://www.dnc.ac.jp/albums/abm.php?f=abm00033010.pdf&n=04_概要⼀式.pdf (2020/6/22)

⽂科省HP https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/koudai/detail/__icsFiles/afieldfile/2019/09/25/1420500_3_2.pdf  (2020/6/22)



◆ GTEC Advancedのスピーキングテストで CEFRのB１とB２の判定ができるか？

21

公開されている GTEC Basic/Advancedのサンプルテスト, https://www.benesse.co.jp/gtec/fs/sample/gtec/ (2020/6/22)

↑パートBの質問（スクリプト）
01 What are you going to do this Saturday?
02 When will you go to the dentist?

⾳声のスクリプト
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⽂科省HP https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/koudai/detail/__icsFiles/afieldfile/2019/09/25/1420500_3_2.pdf  (2020/6/22)

⽂科省HP https://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/30/03/__icsFiles/afieldfile/2019/01/15/1402610_1.pdf  (2020/6/22)



◆ GTEC Advancedの問題を，同じくCEFRのB１とB２を判定できるとするTOEFL iBTの問題と⽐べてみてください。
これらのテストで得たスコアを，⼤学の⼊学者選抜において同じ意味を持つとみなしてよいか？

23

公開されているTOEFL iBT® Speaking Practice Questions,  https://www.ets.org/s/toefl/pdf/speaking_practice_sets.pdf (2020/6/22)
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公開されているTOEFL iBT® Speaking Practice Questions (続き) 

https://www.ets.org/s/toefl/pdf/speaking_practice_sets.pdf  (2020/6/22) 24



25

公開されているTOEFL iBT® Speaking Practice Questions (続き) 

https://www.ets.org/s/toefl/pdf/speaking_practice_sets.pdf (2020/6/22)
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公開されているTOEFL iBT® Speaking Practice Questions (続き) 

・テストを開発する際には，測ろうとする能⼒の幅が広いほど，
難易度の異なる多くの問題を出題しなければならない。
他の３技能ではBasicとAdvancedで別のテストを使っている
GTECが，スピーキングについてのみ同⼀問題を使っているのは
コスト削減のため。

・ TOEFL iBT は１回の受験料が235⽶ドル（2020.6.22のレートで
2万5千円強）。GTEC検定版は 6,380 円。ブラックボックスの中

で⾏われていることが違うのは当然。

https://www.ets.org/s/toefl/pdf/speaking_practice_sets.pdf (2020/6/22)



 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

GTECスコアと CEFRレベル㛵連付け 
調査報告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2017年㸷月 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

GTECスコアと CEFRレベル㛵連付け 
調査報告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2017年㸷月 

 
 
 
 
 
 
 

GTECと CEFRレベル㛵㐃付けㄪ査メンバー 
㸦敬⛠␎㸧 

 
根岸㞞史㸦東京外国ㄒ大学大学㝔㸧 
投㔝⏤⣖夫㸦東京外国ㄒ大学大学㝔㸧 

工⸨洋㊰㸦⋢川大学㸧 
永⏣岳㸦ᾏ城中学㧗➼学校㸧 

㧗橋有加㸦東京外国ㄒ大学大学㝔⏕㸧 
川本㷵凡㸦東京外国ㄒ大学大学㝔⏕㸧 

 
岡㒊康子㸦一⯡㈈団法人 㐍学基‽◊✲機構㸧 

 
㎸山智之㸦株式会♫ ベネッセコーポレーション㸧 
㮵島⏣優子㸦株式会♫ ベネッセコーポレーション㸧 
㤿㉺優子㸦株式会♫ ベネッセコーポレーション㸧 
浜みか㸦株式会♫ ベネッセコーポレーション㸧

https://cees.or.jp/pdf/reports/2017/Standard_Setting_Report.pdf （2018/3/10)

１回分のテストデータに基づく対応づけ

（2019/3/3，京都大学での国際研究集会2019「CEFRの理念と現実」における
南風原朝和・東京大学教授の発表「CEFRと入学試験をめぐって」の資料より）

◆ GTECとCEFR との対応づけは信頼できるか？

27



各資格嵣検定試験峒CEFR峒峘対ස表（ဟര資料⋈）

■資格䞉検定試験とCEF㻾との対応関係について

資格䞉検定試験
の名称

検証体制、検証方法等の概要

䜿䞁䝤䝸䝑䝆
英語検定

A2 Key/for 
㻿chools

B1 Preliminary
/for 㻿chools 

B2 First/for 
㻿chools

C1 Advanced
C2 Proficiency

〇 䝇䝢䞊䜻䞁䜾の検証には問題作成者䜔試験官など経験豊富な専門家䠔名、䝷䜲䝔䜱䞁䜾の検証には、CEF㻾との共通䝇䜿䞊䝹䜢開発
す䜛2年間䝥䝻䝆䜵䜽䝖の一環で、䝷䜲䝔䜱䞁䜾の採点経験が豊富な問題作成者䜔試験官か䜙成䜛専門家60名が参加。

〇 䝇䝢䞊䜻䞁䜾及び䝷䜲䝔䜱䞁䜾についてはAnalytical Judgement法䠄典型的及び䝪䞊䝎䞊䝷䜲䞁にあ䜛と分類さ䜜た受検者の䝟䝣䜷䞊
䝬䞁䝇について、CEF㻾の閾値䜢判定す䜛方法䠅で得䜙䜜たCEF㻾の閾値と各試験で設定してい䜛CEF㻾閾値との間に高い一致が見䜙䜜
た。䝸䞊䝕䜱䞁䜾及び䝸䝇䝙䞁䜾は䜰䜲䝔䝮䝞䞁䜻䞁䜾䝅䝇䝔䝮䠄全䝔䝇䝖問題が統計的手法䜢用いて同じ䝇䜿䞊䝹に一貫して関連付け
䜙䜜䜛こと䜢保証す䜛問題作成方法䠅䜢用いて出題。

http://www.cambridgeenglish.org/jp/exams-and-tests/cefr/ 䠄CEF㻾との関係、䝇䝁䜰の詳細が分か䜛資料䜢集約した䝨䞊䝆䠅
http://www.cambridgeenglish.org/images/23156-research-notes-37.pdf 䠄䝇䝢䞊䜻䞁䜾の検証)
http://www.cambridgeenglish.org/images/23166-research-notes-49.pdf 䠄䝷䜲䝔䜱䞁䜾の検証)

実用英語
技能検定

〇 検証には中学䞉高校䞉大学において英語指導の経験があ䜚、英検の試験概要に理解が深い専門家が各技能12䡚13名参加。
〇 䝸䞊䝕䜱䞁䜾及び䝸䝇䝙䞁䜾はBasket法䠄問題毎に正解す䜛ために最低限必要なCEF㻾䝺䝧䝹䜢判定す䜛方法䠅及びModified Angoff

法䠄CEF㻾各䝺䝧䝹に最低限該当す䜛受検者がどの程度正解でき䜛か䜢判定す䜛方法䠅、䝇䝢䞊䜻䞁䜾はBody of work法䠄各受検者の
解答に対して該当す䜛CEF㻾䝺䝧䝹䜢判定す䜛方法䠅、䝷䜲䝔䜱䞁䜾はContrasting group法䠄各受検者の解答䜢能力値の順に並べて、
CEF㻾䝺䝧䝹䜢判定す䜛方法䠅䜢使用。他英語試験との相関検証等も踏まえ、各級の䠐技能そ䜜ぞ䜜にCEF㻾閾値䜢設定。䠐技能そ䜜
ぞ䜜の閾値䜢合計す䜛とともに、標準誤差の範囲䜢調整し、CEF㻾判定範囲䜢設定す䜛ことに䜘䜚䠐技能総合のCEF㻾閾値䜢設定。

http://www.eiken.or.jp/eiken/group/result/䠄CEF㻾と英検との関係性が掲載さ䜜た䝨䞊䝆䠅
https://www.eiken.or.jp/cse/䠄CEF㻾と英検C㻿E䝇䝁䜰の関係性が掲載さ䜜た䝨䞊䝆䠅

G㼀EC 〇 検証には東京外国語大学䜢中心とした研究者䠒名と䠄一財䠅進学基準研究機構が参加。
〇 䝸䞊䝕䜱䞁䜾及び䝸䝇䝙䞁䜾はBookmark法䠄問題䜢難易度順に並べて、CEF㻾各䝺䝧䝹に最低限該当す䜛受検者がどの程度各問題

䜢正解でき䜛か䜢判定す䜛方法䠅、䝇䝢䞊䜻䞁䜾及び䝷䜲䝔䜱䞁䜾はContrasting-group法䜢使用して䠐技能そ䜜ぞ䜜にCEF㻾閾値䜢設定。
䠐技能そ䜜ぞ䜜の閾値䜢合計す䜛ことに䜘䜚䠐技能総合のCEF㻾閾値䜢設定。

http://cees.or.jp/act/report.html䠄CEF㻾とG㼀ECとの関係性が掲載さ䜜た䝨䞊䝆䠅
http://cees.or.jp/pdf/reports/2017/㻿tandard_㻿etting_㻾eport.pdf䠄CEF㻾とG㼀ECとの関係性䜢示した資料䠅

■各試験の検証体制、検証方法等の概要

䠄各URLには、検証方法䜔䝇䝁䜰の詳細が分か䜛資料等が掲載䠅

※ 各資格䞉検定試験の実施団体か䜙の報告䜢文部科学省において集約

CEF㻾においては、各䝺䝧䝹に相当す䜛能力䜢技能ごとに記述した䝕䜱䝇䜽䝸䝥䝍䠄※䠅が整理さ䜜てい䜛。資格䞉検定試験の試験結果

䜢CEF㻾に関連付け䜛際には、欧州評議会で定め䜛䝹䞊䝹に則䜚、資格䞉検定試験の目的䞉設計䜢前提として、その問題に正答す䜛ため

に必要な能力と各䝺䝧䝹の䝕䜱䝇䜽䝸䝥䝍の対応関係について専門家に䜘䜛検証が行䜟䜜てい䜛。

※䝕䜱䝇䜽䝸䝥䝍とは、「私は䡚でき䜛」といった形でCEFRの各䝺䝧䝹䞉技能別に行うことができ䜛言語に䜘䜛䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁活動䜢記述したもの。

㻵㻱㻸㼀㻿 䚽 検証䛻䛿外国語䛸䛧䛶英語䜢指導䛩䜛教員䛷䛛䛴問題作成者䛸試験官䛸䛧䛶䛾経験䜒持䛴19名䛜参加䚹
䚽 䝸䞊䝕䜱䞁䜾及䜃䝸䝇䝙䞁䜾䛿㼅㼑㼟-㻺㼛法䠄㻯㻱㻲㻾各䝺䝧䝹䛻最低限該当䛩䜛受検者䛜各問題䛻正解䛷䛝䜛䛛䜢判定䛩䜛方法䠅䚸䝇

䝢䞊䜻䞁䜾及䜃䝷䜲䝔䜱䞁䜾䛿A 㼙㼛㼐㼕㼒㼕㼑㼐 A㼚㼍㼘㼥㼠㼕㼏㼍㼘 㻶㼡㼐㼓㼑㼙㼑㼚㼠法䠄各受検者䛾解答䜢基䛻典型的䛺㻯㻱㻲㻾䝪䞊䝎䞊䝷䜲䞁上䛻䛔䜛受
検者䜢特定䛩䜛方法䠅䜢使用䚹英語試験䛸䛾妥当性䛾検討䜒実施䛧䚸䠐技能䛭䜜䛮䜜䛻㻯㻱㻲㻾閾値䜢設定䚹䠐技能䛭䜜䛮䜜䛾閾値䜢平
均䛩䜛䛣䛸䛻䜘䜚䠐技能総合䛾㻯㻱㻲㻾閾値䜢設定䚹

㼔㼠㼠㼜㼟://㼣㼣㼣.㼕㼑㼘㼠㼟.㼛㼞㼓/㼕㼑㼘㼠㼟-㼒㼛㼞-㼛㼞㼓㼍㼚㼕㼟㼍㼠㼕㼛㼚㼟/㼏㼛㼙㼙㼛㼚-㼑㼡㼞㼛㼜㼑㼍㼚-㼒㼞㼍㼙㼑㼣㼛㼞㼗䠄㻯㻱㻲㻾䛸㻵㻱㻸㼀㻿䝞䞁䝗䛾関係性䜢示䛧䛯資料䠅

㼀㻱A㻼䠄㻼㻮㼀䠅 䚽 検証䛻䛿大学教員䚸問題作成経験者䚸面接官/採点者経験者等䛛䜙䛺䜛専門家䛜各技能13名参加䚹
䚽 䝸䞊䝕䜱䞁䜾及䜃䝸䝇䝙䞁䜾䛿㻮㼛㼛㼗㼙㼍㼞㼗法䚸䝇䝢䞊䜻䞁䜾及䜃䝷䜲䝔䜱䞁䜾䛿㻯㼛㼚㼠㼞㼍㼟㼠㼕㼚㼓 㼓㼞㼛㼡㼜法䜢使用䚹他英語試験䛸䛾相関検証

等䜒踏䜎䛘䚸䠐技能䛭䜜䛮䜜䛻㻯㻱㻲㻾閾値䜢設定䚹䠐技能䛭䜜䛮䜜䛾閾値䜢合計䛩䜛䛣䛸䛻䜘䜚䠐技能総合䛾㻯㻱㻲㻾閾値䜢設定䚹
㼔㼠㼠㼜://㼣㼣㼣.㼑㼕㼗㼑㼚.㼛㼞.㼖㼜/㼠㼑㼍㼜/㼙㼑㼞㼕㼠/㼕㼚㼐㼑㼤.㼔㼠㼙㼘䠄㻯㻱㻲㻾䛸㼀㻱A㻼䝍䝇䜽䛸䛾関係性䛜掲載䛥䜜䛯䝨䞊䝆䠅
㼔㼠㼠㼜㼟://㼣㼣㼣.㼑㼕㼗㼑㼚.㼛㼞.㼖㼜/㼠㼑㼍㼜/㼏㼛㼚㼟㼠㼞㼡㼏㼠/䠄㻯㻱㻲㻾䛸㼀㻱A㻼䛸䛾関係性䛜掲載䛥䜜䛯䝨䞊䝆䠅

㼀㻱A㻼 㻯㻮㼀 䚽 検証䛻䛿大学教員䚸䝔䝇䝖開発担当者䚸面接官経験者等䛛䜙䛺䜛各技能12名䚸全体䛷21名䛜参加䚹
䚽 䝸䞊䝕䜱䞁䜾及䜃䝸䝇䝙䞁䜾䛿㼅㼑㼟-㻺㼛法䚸䝇䝢䞊䜻䞁䜾及䜃䝷䜲䝔䜱䞁䜾䛿㻮㼛㼛㼗㼙㼍㼞㼗法䜢使用䚹他英語試験䛸䛾相関検証等䜒踏䜎䛘䚸

䠐技能䛭䜜䛮䜜䛻㻯㻱㻲㻾閾値䜢設定䚹䠐技能䛭䜜䛮䜜䛾閾値䜢合計䛩䜛䛣䛸䛻䜘䜚䠐技能総合䛾㻯㻱㻲㻾閾値䜢設定䚹
㼔㼠㼠㼜://㼣㼣㼣.㼑㼕㼗㼑㼚.㼛㼞.㼖㼜/㼠㼑㼍㼜/㼙㼑㼞㼕㼠/㼕㼚㼐㼑㼤.㼔㼠㼙㼘䠄㻯㻱㻲㻾䛸㼀㻱A㻼 㻯㻮㼀䛸䛾関係性䛜掲載䛥䜜䛯䝨䞊䝆䠅
㼔㼠㼠㼜㼟://㼣㼣㼣.㼑㼕㼗㼑㼚.㼛㼞.㼖㼜/㼠㼑㼍㼜/㼏㼎㼠/㼏㼛㼚㼟㼠㼞㼡㼏㼠/䠄㻯㻱㻲㻾䛸㼀㻱A㻼 㻯㻮㼀䛸䛾関係性䛜掲載䛥䜜䛯䝨䞊䝆䠅

㼀㻻㻱㻲㻸 㼕㻮㼀 䚽 検証䛻䛿㻯㻱㻲㻾䛻精通䛩䜛䝶䞊䝻䝑䝟16䛛国䛾言語䝇䝨䝅䝱䝸䝇䝖䠄英語教授法䚸英語学習䚸英語試験䛾専門家等䠅23名䛜参加䚹
䚽 䝸䞊䝕䜱䞁䜾及䜃䝸䝇䝙䞁䜾䛿㻹㼛㼐㼕㼒㼕㼑㼐 A㼚㼓㼛㼒㼒法䚸䝇䝢䞊䜻䞁䜾及䜃䝷䜲䝔䜱䞁䜾䛿㻹㼛㼐㼕㼒㼕㼑㼐 㼑㼤㼍㼙㼕㼚㼑㼑 㼜㼍㼜㼑㼞 㼟㼑㼘㼑㼏㼠㼕㼛㼚法䠄各受検者䛾

解答䜢基䛻㻯㻱㻲㻾閾値䜢特定䛩䜛方法䠅䜢使用䛧䛶䠐技能䛭䜜䛮䜜䛻㻯㻱㻲㻾閾値䜢設定䚹䠐技能䛭䜜䛮䜜䛾閾値䜢合計䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸標
準誤差䛾範囲䜢調整䛩䜛䛣䛸䛻䜘䜚䠐技能総合䛾㻯㻱㻲㻾閾値䜢設定䚹

㼔㼠㼠㼜㼟://㼣㼣㼣.㼑㼠㼟.㼛㼞㼓/㼠㼛㼑㼒㼘/㼕㼚㼟㼠㼕㼠㼡㼠㼕㼛㼚㼟/㼟㼏㼛㼞㼑㼟/㼏㼛㼙㼜㼍㼞㼑/䠄㼀㻻㻱㻲㻸 㼕㻮㼀䝔䝇䝖䝇䝁䜰䛸㻯㻱㻲㻾䛸䛾関連性 / 㻱㼀㻿 㼃㼑㼎䝃䜲䝖䠅
㼔㼠㼠㼜㼟://㼣㼣㼣.㼏㼕㼑㼑㼖.㼛㼞.㼖㼜/㼠㼛㼑㼒㼘/㼏㼑㼒㼞.㼜㼐㼒䠄㼀㻻㻱㻲㻸 㼕㻮㼀䝔䝇䝖䝇䝁䜰䛾㻯㻱㻲㻾䝬䝑䝢䞁䜾䛻関䛧䛶 / 㻯㻵㻱㻱作成資料䠅

㼀㻻㻱㻵㻯 㻸&㻾
䠋㼀㻻㻱㻵㻯 㻿&㼃

䚽 検証䛻䛿㻯㻱㻲㻾䛻精通䛩䜛䝶䞊䝻䝑䝟10䛛国䛾言語䝇䝨䝅䝱䝸䝇䝖䠄英語教授法䚸英語学習䚸英語試験䛾専門家等䠅22名䛜参加䚹
䚽 䝸䞊䝕䜱䞁䜾及䜃䝸䝇䝙䞁䜾䛿㻹㼛㼐㼕㼒㼕㼑㼐 A㼚㼓㼛㼒㼒法䚸䝇䝢䞊䜻䞁䜾及䜃䝷䜲䝔䜱䞁䜾䛿㻹㼛㼐㼕㼒㼕㼑㼐 㼑㼤㼍㼙㼕㼚㼑㼑 㼜㼍㼜㼑㼞 㼟㼑㼘㼑㼏㼠㼕㼛㼚法䜢使用䛧䛶䠐

技能䛭䜜䛮䜜䛻㻯㻱㻲㻾閾値䜢設定䚹䝇䝢䞊䜻䞁䜾及䜃䝷䜲䝔䜱䞁䜾䛾閾値䜢2.5倍䛧䛯上䛷䠐技能䛭䜜䛮䜜䛾閾値䜢合計䛩䜛䛣䛸䛻䜘䜚
䠐技能総合䛾㻯㻱㻲㻾閾値䜢設定䚹

㼔㼠㼠㼜://㼣㼣㼣.㼕㼕㼎㼏-㼓㼘㼛㼎㼍㼘.㼛㼞㼓/㼠㼛㼑㼕㼏/㼛㼒㼒㼕㼏㼕㼍㼘㼋㼐㼍㼠㼍/㼠㼛㼑㼕㼏㼋㼏㼑㼒㼞.㼔㼠㼙㼘 䠄㻯㻱㻲㻾䛸䛾関係䛻関䛩䜛情報䞉資料䜢集約䛧䛯䝨䞊䝆䠅
㼔㼠㼠㼜://㼣㼣㼣.㼕㼕㼎㼏-㼓㼘㼛㼎㼍㼘.㼛㼞㼓/㼘㼕㼎㼞㼍㼞㼥/㼐㼑㼒㼍㼡㼘㼠/㼠㼛㼑㼕㼏/㼛㼒㼒㼕㼏㼕㼍㼘㼋㼐㼍㼠㼍/㼠㼛㼑㼕㼏㼋㼏㼑㼒㼞/㼙㼍㼜㼜㼕㼚㼓㼋㼏㼑㼒㼞.㼜㼐㼒 䠄㻱㼀㻿䛻䜘䜛検証内容䚸結果䜢記䛧䛯䝸䝃䞊䝏
䝺䝫䞊䝖䛾日本語概略䠅

⽂科省HP https://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/30/03/__icsFiles/afieldfile/2019/01/15/1402610_1.pdf  (2020/6/22)
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◆ 2019年7⽉，これまでA1は測定範囲外だったTEAPが
突如，A1とBelow A1の判定もできるようになった。
テストは同じままなのに？

29英検協会HP https://www.eiken.or.jp/teap/info/2019/0705_01.html (2020/6/23)

CEFR 2017/7 2018/3

C1 400 375

B2 334 309

B1 226 225

A2 150 135

◆ スコアのダンピング(?)も進⾏中

CEFR 2008 2014
C2
C1 110 95
B2 87 72
B1 57 42
A2
A1

◆ 国産試験だけの傾向ではない

TOEF iBTとCEFRの対応づけの変化（各レベルの最低スコア）

TEAPとCEFRの対応づけの変化（各レベルの最低スコア）



[ブラックボックス]
(1) 構成概念の精緻化と徹底

（スペック, 作問，採点基準，採点者訓練，採点）
(2) CBT運営システム，採点システムの構築
(3) テスト運営
(4) 尺度化とスコア推定

・採点の質
・標準化
・受験環境
・試験の⽇時・会場の設定
・トラブルや不正への対応
・障がいのある受験⽣への配慮
・受験料の設定
・受験対策事業

テストの質， 公正性・公平性

試験事業者の利潤

受験 スコア
返却

◆ テストの質や公正性・公平性と試験事業者の利潤の間にはトレードオフがある。
特にスピーキングテストは危うい。→ ⼊試を安易に⺠間に託す前に熟慮を！
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